
    

 

 

 

 

 『相談する人は？』と聞かれたら・・・ 

小学生の相談相手は、母親⇒父親⇒友だち⇒ 

きょうだい⇒学校の先生⇒祖父母/親戚⇒塾 

/習い事の先生、そして『誰にも相談しない』という回答もあり 

ますが、ここ数年でその相談しないの率が数ポイント上がって 

きているとのデータもあるようです。 

何に悩んでいるのかというと、学校での友だち関係や学習に関 

することが 3割を少し上回るようですが、誰しも悩み事の一つ 

や二つはある…と思いきや、『悩み事は特にない』との回答が半 

数を超えるというのも、良し悪しは別として実態だそうです。 

（学研教育総合研究所『小学生白書』2022 年 9 月調べ） 

大人の悩みは子どもたちと大きく異なるのは当たり前ですが、 

子どもたちのことや学校の様子については、学校と保護者との

間でいつでも情報を共有したいと考えています。 

特段の問題なく元気に明るく学校に行ってくれている、という 

児童が全員なら素晴らしいのですが、多感な年ごろで、しかも 

日々状態も表情も変わる子どもたちなので、いろいろあって当 

たり前かとも思います。そんな時、我々教職員は身近な相談 

相手であり、子どもたちのことを一緒に考える一番手でありた 

いと思っていますが、時には専門家の方々にも相談する事が可 

能ですので、『一度話をしてみたい』と思われた際には、遠慮な 

く担任もしくは管理職までお問い合せいただければ幸いです。 

 

 

「心理面のケア」を中心に行う。 

 個人の行動や特性の背景について心理的な見立てを行い、心の

整理を促すために面談等を通じて、状態の改善・向上を図る。 

 

 

「環境のケア」を中心に行う。 

 個人を取り巻く環境を整理し、子どもの社会的・家庭的状況を

改善するために、必要に応じて関係機関と連携する。 
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学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(4/28 現在) 100 101 109 119 89 106 624 

1 木 修学旅行（6年） 

2 金 校外学習（3年）  出前授業（4年）   4時間授業（6年）             SSW 

3 土  

4 日  

5 月 個人懇談お知らせ配付 

6 火 創立記念日（ANIVERSARY 58TH🎉） 

7 水 林間学舎（5年） 40分授業（１３：４０下校） 給食試食会 

8 木 林間学舎（5年） 

9 金 4時間授業（5年） 社会見学（4年）                              SSW 

10 土  

11 日  

12 月 プール開き ガンバ大阪ふれあい活動（4年） 

13 火  

14 水 歯科検診 

15 木  

16 金 校外学習予備日（3年）                                        SSW 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火 尿検査③ 

21 水 歯科検診 クラブ② 

22 木  

23 金 学習発表会（6年）                                           SSW 

24 土  

25 日  

26 月  

27 火 出前授業（3年） 

28 水 全校朝会 地震避難訓練 引き渡し訓練                            SSW 

29 木 地震避難訓練予備日 

30 金 合同あいさつ運動 
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６月の行事予定 
 

 

知ること・気付くこと・慮ること・想像すること 

⇒相互理解の深化・共生社会の実現 

世の中にはたくさんの情報があふれ、自分は今どれぐらいの情報

を知っているのか？ということをふと考えることがあります。 

もちろん知らなくてもいいこと、知っておく必要がないことも多

いのだと思いますが、これまで経験上何事も『知っていること』

という知識はマイナスに作用することはないのではと思います。 

知識の幅を広げれば広げるほど、自分の見え方や考え方も広がっ

て、自分のものさしの幅が長く大きくなるとも思います。 

そこで、今回はアレルギーについてのお話をひとつ。 

食物アレルギーから花粉症、またハウスダストや虫刺されなど、

数えきれない、今や 200 種類以上のアレルゲンがあるようです。 

その中で、今回は「香害（こうがい）」にスポットをあてて紹介さ

せていただきたいと思います。 

 香害とは、合成洗剤や柔軟剤、香水などに含まれる合成香料・

化学物質によって様々な健康被害が生じることをいいます。また、

合成香料から化学物質過敏症が誘発されるとも言われています。 

「化学物質過敏症」とは、「過敏」という名が示すように、ごく少

量の物質にでも過敏に反応する点では、アレルギー疾患に似てい

ます。『あれ？花粉でも黄砂でもないのに…』という方がいるかも

しれません。 

化学物質を減らすといっても『どの程度まで？』という明確な基

準は定められていないので、実際に配慮することは簡単ではない

かもしれません。また、香りの感じ方には個人差もあります。 

しかし、まずは一人でも多くの方が化学物質過敏症について知る

こと、理解することから始まるのではと思います。 

また、自分にとっては快適な香りでも、実はそうではない感じ方

があり、『あれ、なぜマスク外さないの？』と思っても、『もしか

したら…』という心配りを、と下記の省庁も発信しています。 

 

 

 

道徳や人権の授業でも、『あってもよいちがい』『あってはいけな

いちがい』について考える授業があります。 

見た目、性格、血液型、好きなもの、苦手なもの、職業、趣味、国

籍、性別…違いは無限∞にある中で、その違いを『当たり前にあ

るもの』として受け止めることができるかどうかが大切である！

ということを東丘の子どもたちは学んでいます。 

大人も負けるわけにはいかない、と子どもたちの柔軟な姿をみて

いつも思います。私もどんどん頑なになってきているような気が

するので、『こ～ど～ものときに～だけ～♪』にならないように…。 

 

       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【7月の主な予定】 

７月３日（月）・４日（火）・６日（木）個人懇談 

７月１９日（水）給食終了・短縮授業  

２０日（木）終業式 

 

 

SC（スクールカウンセラー）心理の専門家 

 

SSW（スクールソーシャルワーカー）福祉の専門家 

 

 

八中毎週火曜日

（東丘に来校可） 

 

東丘小 

毎週基本金曜日 

 


